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                あゆみ ～２月号～ 

仙 台 Y MC A 幼 稚 園 

2020年１月２４日発行 

主 題 「力を合わせて」     

聖書の言葉 「おのおの自分のことばかりではなく、他人のことも考えなさい」 

フィリピの信徒への手紙 ２：４ 

  

真冬を迎えても雪が降らず、子ども達に雪遊びをさせてあげられないことがとても残念ですが、雪が降らない分、天気

の良い日も多く、子ども達は外で元気に鬼ごっこなどをして元気に走り回っています。 

 今年度を振り返ってみると、昨年度から取り入れたわくわく保育の効果がとてもよく出ていると感じる場面が普段の保

育の中でもたくさんあります。中でも年長さんの子ども達が自分より小さい子たちに優しくするという気持ちがとても強

く出ているのがわかります。泣いていると自然に声を掛け、抱っこしてあげようとしたり、折り紙を一生懸命教えてくれ

ようとしたりと見ている私たちの心まで温かくなるような光景が多く見られます。 

1 月のわくわく保育では、年長さんが廃材での楽器のつくり方を年少、年中さんに教えるという活動です。事前に年長

さんが作り方を覚えて当日を迎えます。きっと教えてあげることで年長さんの心に自信が生まれ、教えてもらった年少、

年中さんの心には憧れが生まれることと思います。その時の様子はわくわく保育のおたよりでお伝えしますので楽しみに

していてください。 

 先日年少組の保護者の方がお子さんがお家で話してくれたことを教えてくれました。「砂場で山を作ろうとしたら、もも

組さんが他の遊びをしていて山が壊れちゃったけど、小さい子だから仕方ないと思ったの。」と話していたそうです。わく

わく保育では面倒を見てもらう立場の年少さんですが、きっとその体験から「自分よりも小さい子には優しくする」とい

うことを学んでいたのではないかと思います。今年たっぷりと年長さんからもらった愛情を、来年進級した子ども達が入

園する子ども達に返してあげる姿を想像すると今からとても楽しみです。 

 1 月のわくわく保育を企画する職員達がとても生き生きと楽しそうな様子を見て私は嬉しくなりました。見本となる廃

材の楽器演奏を誕生会の時に職員が子ども達に披露し、そこから活動が始まりました。どんな楽器にしようか、どうする

と子ども達が喜ぶかなど多くの時間を使って準備をしていました。経験の多い職員だけが決めるのではなく、若い職員も

意見を出しあいながら進めています。その自由で良い雰囲気がきっと保育中にも出ていることと思います。子ども達だけ

でなく保育をする私たちも保育目標に掲げている「生き生きとして意欲があり思いやりのある人」としていつも子ども達

の前で輝いていたいと思っています。（園長 高橋祐子） 

 

も も 組   自分でできることを増やしていく 

         思ったことを言葉にする 

い ち ご組  相手の気持ちを考えようとする 

         できるようになったことが増えたことを喜ぶ 

ひまわり組  周りのみんなと協力して活動することを楽しむ 

ゆ り 組   自分の持っている力を発揮し、自信をつけながら生活する 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行事のお知らせ 

 ６日（年中）／７日（満３歳・年少）保育参観（保護者参加行事）  

子ども達の自由遊びの様子をご覧いただきます。 

≪参観時間≫   ９時２０分～１０時３０分 

≪集合場所≫  101教室 

≪懇談会≫   １０時40分～１１時３０分 

≪持ち物≫   スリッパ、筆記用具 

※参観の内容・ポイントについてはクラスだよりでお知らせします。 

※カメラ・ビデオ撮影はご遠慮ください。 

※車でお越しの際は、幼稚園近隣の有料駐車場をご利用ください。 

 １３日～個別懇談開始（年少） 

懇談の日程は後日お知らせします。 

 満3歳児は3月を予定しています。 

 １４日 誕生会・食べよう会  

今月「にんじんご飯とお吸い物」です 

≪メニュー≫ にんじんご飯（にんじん、しらす、みりん、酒、しょう油） 

       お吸い物（えのき、ねぎ、豆腐、だし、しょう油） 

※除去している食品がある場合は担任までお知らせください。 

≪持ち物≫ 空の弁当箱、お椀、箸、スプーン、コップ、歯ブラシ、お手拭き 

       ※お椀には名前を記入し、記名したビニール袋に入れて持たせてください。 

     ※果物などのデザートはいりません。 

 ２１日 お楽しみ会  

 年長児が出し物を用意し、年少・年中児に披露する会です。 

＊保護者参加行事ではありません。 

 ２５日(年長）プールフェスティバル  

≪時 間≫ ９時３０分～１０時３０分 

※ 今年度最後のプール活動です。 

※ この日は年中組のプールはありません。 

 立町小交流会（年長）  

 2月に年長さんが立町小学校に行って１年生と交流活動を予定しています。日程が決まり次第お知らせ

します。 

≪持ち物≫ 帽子、水筒、天候に応じてレインコート 

 

豆まき、ひなまつりについて 

 豆まきとひなまつりの製作活動は今年度行わないこととさせていただきます。理由としては子ども達の

自由遊びの時間の確保のためです。ここ数年わらべうた遊び、わくわく保育、絵本づくり、西公園プレー

パークとの交流など新しい活動を多く取り入れ、より充実した保育を行うことができるようになっていま

す。その分、活動が増えたことで子ども達の自由遊びの時間が少なくなってきました。 

職員で相談した結果、豆まきの活動とひな人形を製作する活動は作る時間だけでなく、導入などを含め

ると多くの時間を要することから、行わないこととさせていただきました。楽しみにしていた保護者の方

もいらっしゃるかと思いますが、ご理解いただきますようお願いいたします。子ども達の自由遊びの時間

をしっかり確保し、充実した保育を行っていきます。よろしくお願いいたします。 
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※写真撮影は禁止です。 

 水着姿で子ども達の露出が多いプール

活動は、プライバシー保護の為に写真撮影

はご遠慮いただいています。 



 

 
 ２９日 親子会（年長組親子） 

 園 児・・・9時までにゆり組に登園してください 

保護者・・・10時30分までに4階ホールにお集まりください 

終了時間は12時予定 

持ち物や服装などの詳細はクラスだよりでお知らせします。 

 

お知らせ 

写真展示について 

行事 「もちつき」 

展示日  ２月４日（火）～２月１０日（月） 

時間   月、土 ８時３０分～１２時 

     火～金 ８時３０分～１４時 

     ※預かり利用の方はお迎えの際に保育室でご覧になれます。 

場所   101教室（保育終了後は預かり保育室） 

代金   スナップ １３０円 

申込締切 ２月１４日（金） 

※展示スナップ写真はアルバムに綴じてあります。紛失防止のため持ち出す事のないようお願いします。 

※見本は丁寧に扱ってください。 

※お釣りのないように代金を入れ、かならず封をして教員に渡してください。 

※展示写真は申込期限が過ぎますと、写真屋さんに返却しますので、期限厳守でお申し込み下さい。 

※写真展示を見る時間に都合のつかない方は、展示期間中はすみれ組保育室の部屋に１９時１５分まで置

いてありますので、そちらでご覧下さい。 

 

お願い 

・進級児のご家庭には「2020年度についてのお知らせ」と「2020年度行事予定」を配布しました。紛失な

さらぬよう保管ください。 

 

ピンクシャツデーのお知らせ ２月２６日（水） 

 ピンクシャツデーとは… 

 

 

 

 

 

 

全国のＹＭＣＡで取り組んでいきます。別紙チラシもどうぞご覧ください。 

 幼稚園では昨年同様、当日ピンクＴシャツを着たりピンクの小物を身に着ける活動を行う予定です。 

 Ｔシャツを改めて購入していただく必要はありません。当日もしもお持ちの方はピンク色の物を身に着けて

きていただけるとうれしいです。 

 最も大切なことは、「想い」です。当日身に着けていなくとも、ご家庭でピンクシャツデーについて話をして

みてください。 

 「いじめをしない」「悪口を言ってはダメ」などというマイナスな伝え方でなく、「みんな一人ひとりが大切

な存在、みんな違っていいんだよ」など一人ひとりが大切な存在であることを伝える一日としたいと思います。 
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2007 年カナダのハイスクールでピンクのシャツを着て登校した男子がからかわれたこと

で耐え切れずに帰宅しました。それを見た先輩2人が50枚のピンクシャツを友人に配り、

賛同した多くの生徒がピンクのシャツを着て登校し、学校中がピンク色に染まり、からかうこ

とはなくなったそうです。このエピソードが世界中に広がり、2月の第 4水曜日にピンクシ

ャツデーが毎年行われるようになりました。 

 

今年度もＹＭＣＡ以外の近隣のお店や施設の方にも広めようと計画しています。また、市内各小中学

校にもポスターを届けています。保護者の皆様で賛同していただける方は、ご家族、親せきの方、職

場にも是非広めていただけるとうれしいです。掲示できる所がございましたらお声掛けください。 


